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発表の流れ

1．仮説（パス図）の変更点

2．分析方法の吟味

3．質問紙調査の実施
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1．仮説（パス図）の変更点
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1.仮説(パス図)の変更点

機能的劣化デメリット

陳腐化デメリット

入手困難性デメリット

他人使用感デメリット

評価困難性デメリット

知覚エコ貢献メリット

購買意図

中古品購買意図規定要因モデル

低価格メリット

外面的劣化デメリット
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1.仮説(パス図)の変更点

機能的劣化デメリット

陳腐化デメリット

店舗数による入手困難性デメリット

他人使用感デメリット

情報の非対称性による不信感デメリット

流通量による入手困難性デメリット

店舗訪問抵抗感メリット

知覚エコ貢献メリット

購買意図

使用気楽感メリット

情報探索困難性デメリット

低価格メリット

外面的劣化デメリット

中古品購買意図規定要因モデル
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2．分析方法の吟味
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2.分析方法の吟味

選好回帰分析を採択！

選好回帰分析とは…

消費者の属性重視度を推定する目的で行う回帰分析

回帰分析とは…

独立変数X（原因）と従属変数Y（結果）の関係を示す回帰モデ

ルを算出し、その回帰係数を求めることで、変数間の因果的関
係を分析する手法
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2.分析方法の吟味

・製品の属性水準⇒独立変数X

・消費者の購買意図⇒従属変数Y

とすると、モデルの回帰係数として、その消費者が製品を購買する際の属性

重視度が推定される。

よって、今回の研究には最適だと考えられる！！
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選好回帰モデル
Y=α+β1X1+β2X2+...+βnXn

ただし、 Xi =製品が持つ製品属性i の水準
βi =消費者が持つ製品属性i の重視度
Y =購買意図
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3．質問紙調査の実施
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3.質問紙調査の実施

調査票への解答にご協力お願いいたします。

！！注意！！

１に近いほど新品を、７に近いほど中古品を

購買したいという意味でお答え下さい。
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